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 .論文・内容要旨
結 目
 全身麻酔が各種臓器の血流動態に、いかなる影響を及ばずかと言うことについては・未だ十分
 には解明されていない。特に.生体に最も重要准意義を有する心臓及び脳の血流動態が,各種全身
 麻酔剤によっていかに変化するかを明らかにすることは,麻酔を安全に実施する上に重要なこと
 と考えられるので,動物実験を行ってこの点を検討した。
 まず矛1報に於ては,Bubble.Flowmetefを用い,吸入麻酔剤によって冠血流量がど
 .の様に変化するかを観察した結果を述べた。然しながら・BubbleFlowmeterでは血管
 を切断しなければならず,叉時々刻々の変化を連続的に測定記録磁罫bこの欠点を除くため電磁
 型血流量計を試作し,その構造及び特徴をオ2報で述べた。オ5報ではこの血流量計を用い,総
 頸動脈血流量を測定し,各種吸入麻酔剤を与えた時の影響について観察した結果について述べた。
 第1,報冠血灘に及ぼす吸入麻酔剤の影響
 〔実験方法〕犬52頭を用い,血液を股動脈より左冠動脈へ灌流する回路を作り・その間に
 BubbleFlowmeterをおき・冠血流量を測定した。尚,股動脈平均圧/冠血流量をもつ
 て血管抵坑比とした。換気条件は一定とし,麻酔剤とし七5%及び10%エーテル,30%サイ
 クロプロ尋イソ,'・5%トリクロール土チレソ・75%笑気,1・5%及び尋%フローセソ等を一定
 濃度でNon+rebrむathingMethodで吸入させた。.
 〔成績及び考案〕・吸入麻酔剤が冠循環に対していかなる影響を及ぼすかについては・今日迄
 に、その報告をみない。i著者は一定濃度の麻酔剤をNon一rebrea典ingMethodで吸入させ
 換気条件を一定としがHypercapnia,Anoxiaをさけて,できるだけ麻酔剤のみの影響を
 観察する様に努めた。
 その結果・.5%エーテル吸入(4倒⊃では,冠血流量友び血圧は共に2分以内ですでに減少し・
 6分前后でほぼ一{…に達した(6分値:冠血流量・平均一22.8%,血圧,'平均一16.4%)。血
 流量の減少の程度は・血圧の下降め程度に比しや』大きく,血管抵抗比はやX増加した。、
 10%エーテル吸入・(4例)の湯翻ま,血圧の下降の程度及び傾向は5%エーテルの場合と同
 様であったが・冠血流量の減少は明らかに5%エーテルの場合よりも著明であった'(6分値1平
 均,41.7%50分値;平均一51.5%),従って血管抵抗比は著明な増加を認めた(6分値1平'
 均+47・1%・50分値1平均+91・6%)。
 1ろ。%サイクロプロペイン吸入(5例)の場合にも・冠血流量は吸λと共に減少するが・6分
 前后で一定に達し(6分値;平均一54.4%),血圧の下降は4分前后で一定に達する(4分値
 1平均一14、1%)。この際血圧の下降に比し,・血流量の減少は高度であった。従って血管抵抗比臨
 ほ8分頃まで漸次増加した(8分値;平均+58.ウ%')・。
 5%トリク口幅ルエチセソ吸入(5例}の場合にも冠血流量,血圧共に2分以内に急激レかつ
 高度に減少して一唄…値に達する(2分値1冠血流量平均一45・8%,血圧,平均一40。7%},
 その后は大体この値附近で経過し,血圧の下降は血流量の減少に比・しやx軽度であった・従って曜
 血管抵抗比はや』増加した(2分値;平均+6ρ%15分値;平均+16・8%)。
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 75%笑気吸入(4例)の場合は冠血流量,血圧,血管抵抗比はいずれも変動の程度は極めて'
 軽度で,増減一定の傾向を示さなかった。
 1.5%フローセソ吸入(4例)の場合は・冠血流量,'血圧共に2分以内に急激k減少し(2分
 値;冠血流量,平均一26・8%,血圧・平均一22・6%)・その后冠血流量及び血圧は共に漸減し・
 て10分以内で一定値になった(15分値;冠血流量,平均一45.6%,血圧,平均一44.3%)。
 血管抵抗比は増加減歩の頭…の頬向を示さず,変化の程度は軽度であった。
 5%フローセソ吸入(.4例)では,冠血流量。血圧共にその変動が高度で(2分値1冠血流量,
 平均一444%,血圧,平均一29・7%)・6分頃まで漸減して,その后はこの値附近で経過した
 (15分値1冠血流量)平均一62ゆ%,血圧,平均一45・7%)。即ち血流量の減少は・血臣の
 減少の程度に比して明らかに高度であった。従って血管抵抗惚ま明らかに増加するものが多かっ
 た(2分値`.平均+52.5%・柘分値}平均+66・1%)。
 冠血灘を声配する主要な因子としては,血圧と血管を収縮したり・拡張したψする化学的並び
 に神経性因子があげられるが,10%エーテル,5%フローセソ,30%サイクロプロペインでは
 血圧の下降に比し,冠血流量Φ減少は明らかに高度であった。・このことは血圧下降の因子以外に,
 冠血管自体に働く他の・因子が関与して居ることを考えなければならない,事実,これらめ麻酔剤
 で嫡冠血管抵抗比は増加した。この傾向は軽度ながら5%・トリク戸一ルエテレソにも認められた。
 5%晶一テル,1.5%ラ口碑セソ吸入に於け為冠血洗量の減少は血圧の下降とほほi平行した。'
 斌によ》つた齢も,臨
 とリード線の間に作られた
 '閉鎖同塵の中を磁場が交互
 に遜ることにより邪魔な起・
 1電力が生ずう。この起電力
 は変圧器成分と呼ばれるがヲ
 ごれが流量と無関係に起り・
 流量によって起る起電力に
 加算されてくる。.
 〔試作した電磁型血流量
 計の要点〕試作した電磁
 型血流量のブロ・ツクダイア'
 グラムを図に示すがr交流
 第21報電磁型血流置計の試作とその使用について
 〔目的〕血管を切断することなしに・時々刻々の血流量の変化を忠実に測定記録し・・回路構・
 成が簡単で・操作が容易であり・且噸流量をも測定できる.血流量計を作るこ㍗と・を目的としゴ電
 磁型を選んだ。
 〔離融流轟の原蟄そ囎〕'繋型血流量諦朗綱Farad昇yの法則を利肌たも
 ので,磁場を直流で与えるかゴ交流で与えるかの'2つΦ清方があるg庫流方式によった場合,電・
 極の部分の分極が問題とな
 り,翻得の直瀬麟の'試師流蝋ブ・ヅクダィァグラム'・
 製作が困難となる。又交流.1'2Ax7.1撫7
螂
 変換部て・撫7.
 ・講灘
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 方式を採用し,磁場は100c/sで励磁した・そしてこれによって起る変圧器成分を除くために,
 補助コイ'ルを用いた補償法と,位湘検波法を併用した。これによって低流量及び逆方向に流れる
 流量も測定可能とした。
 増巾劉ま他の計器との併用を考えて,初段のみを差動増巾とし,又増巾器雑音を低下させるた
 めに・帯域をせばめて400±5c/sを増巾する選択増巾とした。初段及び2段臼のヒーターはハ
 ムの軽減と安定化のために80KCの高周波で点火した。
 〔基礎実験〕基礎実験のために,内面にモリブデン電極を出した,内径5観のガラス管を・
 電磁石の間隙にはさんだものを作成した。電磁石の磁束密度は大体400gausであった。このガ
 .ラス管の中を生理的食塩水或は血液を流し,これを計量すると共に流量計の出力との関係をプロ
 ットすると・最高感度で50㏄/薇まで直線関係を有し,10㏄ノ緬程度の低流量をも測定可能で
 あることを確かめたσ
 〔動物実験〕電磁石と電極をプラスチックで固定し,血管を切らずに・之をはさむことによ
 り,総頸動脈,股動脈,大動脈,腎動脈等各所の血流量の測定を試み・十分測定可能であり・叉
 消毒可能であるため臨床的にも使用することがでぎることを確めた。尚,人工心肺・人工腎臓等
 の人工内臓の灌流量を測定するためのものを作成して使用した。
 第5報総頸動脈血流量に及ぼす吸入麻酔剤の影響
 〔実験方法〕犬ろ9頭を用い・オ2報で述べた電磁型血流量計で,血管を切断することなし
 に総頸動脈血流量を測定し・5%エーテル20%サイクロプロペイン・75%笑気,1%,2%
 及び5%フローセソ,1・5%フローセソ・エーテル共沸混合体等の一定濃度の麻酔剤を・Jef-
 fersonVent.ilatorを用いて・換気条件を一定とし・Non一rebreathingMet-
 hodにより吸入させた。又総頸動脈より墨汁を注入し,脳に於ける黒染部位よ動その海流領
 域を検索し,併せて内頸動脈或は外頸動脈を結紮した場合の影響を検討した。
 〔成績及ぴ考按〕全身麻酔により脳循環がいかに影響されるかは,重要な問題であるが,吸
 入麻酔剤の脳循環えの影響について¢報告は,これ迄エーテル・サイクβプロペインについて若
 干みられるに二過ぎない。
 犬の総頸動脈に墨汁を注入すると,大脳半球の大部分が黒染され・内頸動脈を結紮しても黒染
 領域は少しく減少するのみであったが・外頸動脈を結紮すると著明に減少した。このことから・
 犬の脳循環は総頸動脈に依律するところ大で,この血流量を測定するこ≧によって脳循環をうか
 がう一手段となり得ることを知った。
 総頸動脈血流量に及ぼす吸入麻酔剤の影響としては・5%エーテル吸入(5例)で,吸入開始
 后8分頃より,血圧が下降するにもか』わらず,総頸動脈血流量はや』増加し{8分値三血圧,
 平均一7・5%,血流量,平均+7・4%)・その后は血圧,血流量共にこの値附近で経過した.(15
 分値1血圧・平均一7・5%,血流量・平均+11・9%)・従って血管抵抗比は軽度に減少した。
 この傾向は20%サイクPプロペイン吸入(5例)の場合にも見られたが,この場合にはエー
 テルの場合と異って・吸入直后よ、り血流量は増加し,血圧は下降した(2分値;血流量,平均+
 6・3%,血圧,平均一7.9%),その后血流量は6分頃まで漸増し(6分値;平均+2t2%),
 血圧は10分頃まで漸次下降し(10分値1平均一52、1%)・その后は大体この値附近で経過し
 た。従って血管抵抗比は吸入直后より減少し・10分頃まで漸減した。
 75%笑気吸入(5例)では,血流量,血圧及び血管抵抗比はいずれも増加,減少の一定の傾
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 向を示さず,変動の程度も軽度で±づ0%以内であった。
 1%フローセソ吸入(4例)では,血流量及び血圧は吸入直后より10分頃まで漸減し(旬分
 値1血流量,平均一22.4%,血圧,平均一15・2%)ドその后は大体この値附近で経過した。血
 管抵抗比は6分頃より増加し始め,10分頃まで漸次増加し(10分値;平均+格.7%).,その
 后は大体この値附近で経過した。
 2%フローセン吸入(4例)の場合は,血流量,血圧共に吸入直后より減少し・徳分まで漸
 次減少した(価分値1血流量,平均一55ゐ%7血圧・平均一5λ2%)。血管抵抗比は増加,
 減少の一定の傾向がみられず・15分迄経過した。.
 5%フβ一セン吸入(4例)でも,血流量,.血屡共に吸入開始直后より減少がみられ,15分ま
 そ漸減した(15州直1血流量,平均一・28.4%・血田平均一49.9%)・血圧の減少の程度は評
 血流量の減少の程度に比し明らかに高度であり,血管抵抗比は吸入直后より減少し始め,15分ま
 で漸次減少した。
 即ちフ官一セソの場合,血圧が1%一2%・5%の順で高度に下降するカ㍉.血流量の減少は同
 程度唱従って血圧が下降するにつれて血管の拡張度合がましてくることが知られた。
 1・5%フローセソ・エーテル共沸混合体吸入(5例)では・血流量は初期に減少するものも認
 められたが・15分ではほとんど変化ない状態となった。血圧は吸入直后より減少し始め・15分
 まで漸滅した(15分値,・血流量,平均±0%,血圧,平均一2マ・0%)。血管抵抗比は増減一定
 の傾向なく15分まで経過した。
 以上の如く,吸入麻酔剤によ多脳循環は種々影響されるカ㍉血圧の下降に対しては,ある程度
 代償的に働くことがうかがわれた。特にフローセソ吸入で血圧が下降すれば血管は拡張して代贋
 する機構が働き,エーテル,サイクロプロペインでは,血流量はかえって増加した。
結語
 全身麻酔剤は何れも多かれ少なかれ冠血流量及ぴ脳血流量に影響を与えるが,その程度は麻酔
 剤及び濃度によって相違がみられることを明らかにし・かつ血管を切断することなしに・血流量
 の変動を時々刻々観察記録する上に便利な電磁型血流量計を試作し,これを使用して,各種吸入
 麻酔剤を与えた時の総頸動脈血流量の変動を観察した。.
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審査結果要旨
 全身麻酔時の循環動態研究の一環とt.て,臓羅の血流動態を明らかにすることは極めて重要な
 ことであう。この点を明らかにする目的を以って,犬を用い`定の換気条件の下に・一定濃度の
 麻酔剤を吸入させ,その際の冠血流量及び総頸動脈血流量を測定した。
 第4報に於ては,気泡流量計を用い,冠血流量を測定した結果を報告した。その成績は次の如
 くである。
 10%エーテル,5%フ・一セン及び50%サイク・プ・ペインの吸入では血圧の下降に.比し,
 冠血流量の減少はより高度で,冠血管抵抗比も増大した.。この傾向は5%トリクロールエチレン
 吸入の場合にも軽度ながらみられた。5%エテール及びt5%フ・一セソでも冠血流量は減少す
 るが・塩田の下降とほぼ同程であり,冠血管抵抗比の変化は軽度であった。
 気泡流量計では旗管を切断する必要があり,かつ,時々刻々の変化を観察記録することがでぎ
 ない。そこで第2報に於てはこれらの欠点をとり除いた電磁型血流量計の試作とその使用につい
 てのべた。
 この流量計の特徴は,装置ができるだけ簡略化され・磁場は100C/Sの交流で与え,交流
 磁場を与えることによって起る誘起電圧を補償法と位相検波法で除去し,低流量をも連続的に測
 定記録でぎることである。
 検出部の電磁石としては拍借をはさんで測定するものと,血管を切断した場合のものとし.て,
 電極を内面に出し弱ガラス管を電磁石の間隙に固定したものの2種類を作った。
 性能としては内径3㎜のガラス管で10cc/min程度の低流量も測定でき,一方動物実験て.
 血管をはさんでも充分測定でぎることを確めた。
 第3報に於ては太装置を用いて各種麻酔剤を吸入させた時の総頸動脈血流量の変化を観察した
 結果を報告した。その成績は次の如くである。20%サイク・ブ・ペイン及び5%エーテル吸入
 時には聡頸動脈血流量は増加した。75%笑気および1.5%フ・一セソ,エーテル共沸混合体で
 は変化が比較的少なく・フP一センは1%・2%6%いずれの場合にも血流量は著明に減少した。血管
 抵抗比は20%サイクロブロベイソで最も減少し,次いで5%エーテル及び5%フローセソの順
 であった。75%笑気・2%フ・一セン及び1.5%フ・一セソ,エーテル共沸混合体吸入では血
 管抵抗比の変化は最も少く,1%フローセソではむしろ増加した。
 以上の研究は,循環動態に及ぼす全身麻酔の影響・塘に冠血流量に及ぼナ影響を明らかにする
 と共に・新しい電磁型血流量計を試作し,血管を切断することなしに・各種の全身麻酔下に持統
 的に総頸動脈血流量の変化を観察して新知見を加えたもので,充分学位に値するものと考えられ
 る。
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